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こんにちは。いつもお世話になっております。日頃のご協力に心より感謝申し上げます。 
６月２７日にスタートした豊島区議会第二定例会も７月１１日に全日程を終了しました。そこで今定例

会の審議の様子を皆様にご報告すべく第３号を書きました。ご一読いただければ幸いです。 
次の定例会では決算委員会が中心となり、今回私も委員になる予定ですので、一般質問までやる時間的

余裕もないでしょうから、今定例会で約２０分程度一般質問をさせていただきました。今回はあまり事前

にお知らせしなかったのですが、噂に聞いてたくさんの方々に激励に来ていただき感激しました。 
今定例会の議論の中で中心になっていたのはやはり、環境モデル都市とＬＲＴ構想、そして新庁舎移転

問題でしょうか。大きなテーマですが、ずっと議論され続けている内容ですので、早期に結論を出すべき

です。副都心線開通に合わせて、新宿、渋谷が攻勢をかけてきています。池袋を中心とする豊島区が置き

去りにされないために、豊島区もグランドビジョンを策定しました。それが｢池袋副都心・グランドビジョ

ン２００８｣です。じっくり、かつスピーディーに議論し、街づくりに反映していかなければなりません

これから豊島区はものすごいスピードで街が変わっていくでしょう。その一端を随時ご報告していきます
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ので、皆様のご意見をお待ちしております。         豊島区議会議員  古坊 知生 

一般質問を行いました。（７月２日） 
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【一般質問の要旨】 

Ⅰ：人と環境にやさしいまちについて 

・問：区内の小・中学校では児童や生徒にどのような環境教育を行っているのか。 

 答：総合学習の時間にＣＯ2削減など環境に関する課題を設定し、日常生活での具体的な取
り組み方法を探る。環境週間を設定し、ごみゼロデーや地域清掃をはじめ、屋上緑化な

ど温暖化防止につながる実践教育を行っている。 

・問：環境モデル都市提案書によると、ＬＲＴ構想は池袋東口のみならず西口や

雑司ヶ谷周辺にまで言及しているが、将来的には大塚駅にまで延伸すべき

である。検討を希望する。 

 答：過去に研究した時点で荒川線との連結はいくつかの問題点があるが、今後も検討を継続

する。 

・問：屋上緑化助成事業制度の民間の積極的活用を促すため、更なる補助率のア

ップも含めて制度の問題点を検討されたい。 

 答：本年度より補助率を上げたばかりで進捗状況を注視したい。ヒートアイランド現象の緩

和と緑被率の向上には効果のある制度であると認識している。いろいろと問題が多いが

引き続き検討を継続する。 

・問：太陽エネルギー利用機器導入支援事業の促進のための具体的計画は。小・

中学校の改築・改修計画に合わせて太陽光発電の設備を区内の小・中学校

に導入すべき。 

 答：あらゆる助成制度を活用し、初期費用の負担軽減を図ることにより、支援策を構築した

い。今後の学校改築においては環境配慮のための１０％枠を活用し、太陽光発電を含む

エコスクール、環境共生型学校施設を実現する。 

・問：公共施設の完全バリアフリー化をお願いしたい。特に南大塚地域創造館や

南大塚ホールのバリアフリー化を南大塚ホールの改築に合わせて早急に実

現を検討されたい。

 答：公共施設においては物理的に可能な限りバリアフリー化を進めていく。南大塚地域創造

館や南大塚ホールは東京都の施設と合築されていることから東京都との調整など課題
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もあるが、今年度行っている耐震診断及び改修設計の中で具体的な検討をしたい。 

・問：都電沿線緑化事業において地元の方々がボランティアで長期間継続できる

ように区のサポートをお願いしたい。

 答：にぎわい創出機構を通じて商店街振興の面からも引き続き支援していきたい。 

Ⅱ：安心・安全な美しいまち 

・問：豊島区の小・中学校では竹岡健康学園を除きすべての学校で耐震化が終了

していることに保護者として感謝している。区の先見性を誇らしく思うと同

時にすべての公共施設の耐震化をお願いしたい。 

 答：竹岡健康学園については今年の夏に耐震化を終える。他の公共施設については９２施設

のうち６１施設が終了しており、残りの３１施設に関しては平成 27年度までに終わる予
定。 

・問：大塚駅の駐輪場問題について区はリーダーシップを発揮し、地元

の方々のコンセンサスを得るよう努力する。また丸の内線の新大塚

駅の駐輪場問題も文京区との連携を図り早急に解決を図るべき。

 答：大塚駅の駐輪場問題については地元の皆様との議論を深めながら、駅前広場の整備計画と

調整を図りながら関係機関との調整を進めていく。新大塚駅については、周辺に有効な敷

地が見当たらず、駐輪場が設置されていないが、両区で更に検討を行う。 

【都市整備委員会の活動】 

 
 7月 4日：[東長崎駅整備進捗状況報告]    [大塚駅前広場整備の請願審査のため視察] 
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 地元の｢ＪＲ大塚駅自由通路完成に続く南北駅前広場等の再整備に関する請願｣では全会派の 

控室を回り紹介議員の署名を頂くための根回し活動をしました。全会派一致で請願を採択してく

れました。地域のことは出来るだけ会派を超えて皆で協力すべきというのが私の持論です。その

根回し作戦に地元とはいえ私を使ってくださった「大塚駅周辺を考える会」の方々に感謝です。

これからも地元のため豊島区のため粉骨砕身がんばります。 

 

速報：｢ふるぼう知生後援会の集い｣のワンシーン 
～２００名の方々においでいただき盛り上がりました。ご協力ありがとうございました。～ 

 

高野区長の挨拶：過分なお言葉を頂きました。   本人の区政報告：緊張しました。 

 

 

参加者の皆さんと記念撮影      花山幸子フラダンス教室の皆さんに踊って 

いただきました。大いに盛り上がりました。 
ふるぼう知生後援会事務局：〒170-0005 豊島区南大塚 2-24-5-201 ＴＥＬ＆ＦＡＸ：６８０１－７９０９ 
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http: //furubou.com    E-mail:t-furubou@adagio.ocn.ne.jp   会派：刷新の会 ＴＥＬ ３９８１－１２７６ 


